モノ学・感覚価値研究会シンポジウム案内http://homepage2.nifty.com/mono-gaku/
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	日時
	２００９年２月２２日（日）１３：００～１７：３０　　　　　　　　　　　無料

	場所
	慶應義塾大学日吉校舎　来往舎１Ｆ　シンポジウムスペース

（東横線日吉駅下車3分）

	テーマ
	「ロマン主義およびケルト・ルネサンスにおけるモノとたましい」

	基調報告者
および
パネリスト
	尾関　幸 （東京学芸大学准教授・ロマン主義美術研究） 「ロマン主義美術におけるモノと霊性」

辺見葉子 （慶應義塾大学准教授・ケルト神話研究） 「ケルト・ルネサンスにおけるモノと霊性」
船曳建夫 （東京大学大学院教授・文化人類学） 「江戸のロマン主義ともののあはれ」
島薗　進 （東京大学大学院教授・宗教学） 「近代日本のロマン主義と霊性運動」
鏡リュウジ （平安女学院大学客員教授・心理占星術研究） 「ロマン主義と星の力」
司会：鎌田東二 （京都大学こころの未来研究センター教授・宗教哲学）


【「モノ学・感覚価値研究会」とは、科研「モノ学の構築―“もののあはれ”および“もののけ”から“ものづくり”まで貫流する日本文明のモノ的創造力と感覚価値を検証する」を研究し、「モノ」と「感覚価値」をあらゆる角度と発想から考察し表現してゆくアヴァンギャルドな研究会です。】
主催：京都大学こころの未来研究センター科研「モノ学の構築」（モノ学・感覚価値研究会　研究代表者：鎌田東二）
後援：慶應義塾大学教養研究センター
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